
神仏分離令で明治時代に建てられた本堂

龍光寺 稲荷山
護国院

稲荷神社宇和島市中山池自然公園

かつては札所だった稲荷神社
の社殿。京都の稲荷大明神を
迎えたと伝えられている。毎年
3月の第1日曜には初午祭が行
われ、「お稲荷さんの大祭」とし
て親しまれている。以前は旧暦
２月の最初の午の日に行われ
ていたが、平成4年（1992）か
ら現在の開催日に変更された。
五穀豊穣や商売繁盛を祈願す
る人で大いに賑わう。

石の鳥居

ここには霊場によく見られる仁
王門はなく、石の鳥居が山門と
なっている。初めて訪れた人の
中には「ここはお寺？」と不思
議に思う人も少なくない。石の
鳥居をくぐると、遠く視線の先に
は本堂や大師堂へと導く階段
と稲荷神社の赤い鳥居が見え
る。参道沿いには和菓子や柑
橘類などを売る店がある。

三間町にある108のため池のう
ち最大規模の中山池を中心に
整備された公園。秋のコスモス
など四季折 の々花が、訪れる人
の目を楽しませてくれる。冬季
に園内を彩る10万個の電球を
使ったイルミネーションも人
気。また三間町出身の彫刻家・
故藤部吉人氏の石の彫刻作品
が多数置かれ、14tもある巨大
な「森の魚 クエ」は見もの。

境内の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

愛媛県宇和島市三間町黒井地1550番地外
0895・24・1111（宇和島市役所都市整備課）
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第41番 龍光寺
●愛媛県宇和島市三間町戸雁173   
☎0895-58-2186 
●宿坊／なし

第42番 仏木寺
●愛媛県宇和島市三間町則1683   
☎0895-58-2216 
●宿坊／なし

　大同２年（８０７）、弘法大師はこの地で稲を
背負った白髪の老人に出会った。老人は「わ
れこの地に住み、法教を守護し、諸民を利益せ
ん」と大師に告げて姿を消した。大師は老人を
五穀大明神の化身であろうと考え、尊像を刻
んで稲荷大明神として安置し、開基した。その
後、農家の守り神として信仰を集めたが、明治
元年の神仏分離令により、旧本堂を稲荷神社
の社殿にし、新しく本堂を建立。本尊は十一面
観世音菩薩に変わり、脇士の不動明王･毘沙
門天の傍らに大師勧請の稲荷大明神が祀ら
れている。もとの本尊が稲荷大明神であったた
め、地元では「三間のお稲荷さん」の愛称で親
しまれている。

　石の鳥居が山門となっている珍しい寺。
鳥居をくぐり、石段を50段ほど上がると狛犬
に迎えられるが、これも鳥居と同じく神仏習
合の歴史を感じさせる。
　寺の境内は三間平野を見下ろす小高い
山の中腹にあり、向かって右手に大師堂が
あり、左手に本堂がある。本堂は町を見守る
ように佇んでおり、鐘楼や大師堂のあたりか
らの眺望も実に素晴らしい。
　境内からはさらに石段が延び、その先に
はひときわ目を引く赤い鳥居が建っている。
この赤い鳥居は稲荷神社のもので、そこから
石段を40段ほど上がったところに、緑に抱
かれた稲荷神社の社殿がある。
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稲荷大明神が祀られている霊場

御詠歌／この神は三国流布の密教を
守り給わむ誓いとぞ聞く
本尊／十一面観世音菩薩
真言／おん まか きゃろにきゃ そわ
か
宗派／真言宗御室派
開基／弘法大師

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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本堂や大師堂が建つ境内。後方には稲荷神社がある
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